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朝
夕
に
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
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ま
し
た
。気
づ

け
ば
、師
走
の
足
音
が
聞
こ
え
ま
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。今
月
は
行
事
が
た
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あ
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ま
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間
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を
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で
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事

と
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後
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の
心
持
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動
を
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意
識
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す
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行
事
に
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あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち

は
、今
、子
供
た
ち
の
成
長
に
不
可
欠
で
あ
る
教
育
活
動

を
厳
選
し
、最
大
限
の
対
策
と
支
援
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。難
し
い
現
状
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、保

護
者
、地
域
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。来
月
も
12
月
11
日
・金
曜
日
に
校

内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
予
定
で
す
。併
せ
て
授
業
参
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も
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し
て
お
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ま
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。感
染
症
対
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を
し
た
上
で
の
実
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と
な
り
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だ
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に
は
ご
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お
か
け
す
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と
と
思
い
ま
す
が
、先
ほ
ど
述
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ま
し
た
豊
か
な
体
験

と
し
て
、子
供
た
ち
の
心
に
響
き
、心
を
耕
す
学
校
行
事
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

皆
様
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協
力
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願
い
い
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し
ま
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。

「つ
な
し
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
」

11
月
20
日
、牛
深
地
区
婦
人
会
・牛
深
地

域
更
生
保
護
女
性
会
の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ

り
、「つ
な
し
の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。数
え
方

で
「つ
」
が
つ
か
な
い
10
歳
。ハ
ー
フ
成
人
式
を
お

祝
い
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

10
歳
を
迎
え
る
４
年
生
15
人
全
員
が
手
作
り

の
色
紙
を
頂
き
ま
し
た
。そ
の
お
礼
に
、子
供
た

ち
は
、”将
来
の
夢
”に
つ
い
て
「誓
い
の
言
葉
」
を

発
表
し
ま
し
た
。松
下
和
正
く
ん
は
、「
将
来

は
薬
剤
師
に
な
り
た
い
。病
に
か
か
った
人
を
助
け

る
た
め
に
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
高
学
年
に
な
る
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
す
。

10
歳
に
な
れ
て
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
に
あ
り
が
と

う
と
言
い
た
い
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

つ
な
し
の
会
を
通
し
て
自
分
の
成
長
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、将
来
が
明
る
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
も
、自
分
を
見

守
り
、支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
が
、地
域

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
、安
心
感
と
喜
び
を
感

じ
取
っ
た
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。お
祝
い
い

た
だ
い
た
団
体
の
皆
様
、ご
来
校
い
た
だ
い
た
方

々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「あとがき」
相田みつをのご子息であり、現在、美術館の館長である相田一人さんの対談記事を読んだことがありまし

た。その中で、「うつくしいものを美しいと思える あなたのこころがうつくしい」という相田みつをの作品の意味に
ついて語っていらっしゃいました。興味深く感じましたので掲載します。

美しい風景でも音楽でも絵でも映画でも何でもいいのだが、きれいなもの美しいものを見たときに「あ
あ、きれいだな」と素直に感動できる心。これが美しいものを美しいと思える心のことである。美しいものに
素直に感動できる心というのは、反対側から言うと、悪いこと、いけないこと間違っていること、そういうもの
を見たり聞いたりしたときに、これはおかしいと分かること。では、どうしたら子供の心の中に美しいものに
感動する心が芽生えるのか。まず、大人が感動しないと駄目だ。大人が感動すると、その感動は必ず
子供に伝わっていく。だから教師が感動すると、その感動は子供に伝わって、それが成長するにしたがっ
て美しいものを美しいと思える心が育っていく。（「学校の先生方に期待するもの」）※一部改訂
感動する心を大切にし、感動のある教育活動の展開に全力をつくしていきたいと思います。



子供たちの理解と支援のために②
平成２８年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推

進に関する法律」が施行されました。この法の施行により、学校
においては、「合理的配慮の提供」が義務付けられました。
「合理的配慮」とは、障がいのある子供が、他の子供と平等に
学ぶために必要な変更や調整などを、一人一人の状況に応じ
て、財政面や体制面で負担がかかりすぎない範囲で行うことで
す。この「合理的配慮」が提供される手順は右図のようになりま
す。大切にことは、子供が十分な教育を受け、持てる力を伸ば
すことです。 （引用資料：熊本県教育委員会）

学習発表会（11/15）
各教科の学びを再構成し、成長と感謝の思いを織り

込まれた東っ子の姿でした。短い発表会でしたが感動の
時が終始流れていました。

修学旅行（11/4～11/5）
6年生が、長崎県・佐賀県を訪れ、平和と歴史の学

び、そして、仲間との強く深い絆を深めました。実施できこ
とへの感謝の心が終始あらわれていた旅となりました。

文化展でのかがやき
文化の秋に、各文化展において、多くの東っ子の作品

が高い評価をうけました。
【科学・発明展】

◆特選：榎田舞歌さん（４年）

【天草南子どもアート展描画部門】

◆芸術文化協会賞：北野希海さん（２年）鶴長愛碧さん（５年）

【天草南子どもアート展硬筆・毛筆部門】

◆芸術文化協会賞：寺田爽馬くん（５年）

◆地区文化協会賞：宮内風香さん（１年）濱﨑陽人くん（３年）

滝下いろはさん（３年）大山結愛さん（４年）磯口光真くん（５年）

篠山翔平くん（６年）

【熊日学童スケッチ展】

◆地賞：小田悠真くん（４年）

上記以外にも、特選、入選等の作品が多数ありました。

火災避難訓練（11/24）
命を守る取組として、火災避難訓練を行いました。今

回は、地震後の火災発生を想定し、二つの災害避難に
取り組みました。全員が避難するまでの時間は２分５８
秒という迅速さでした。さすが東っ子です。

地震だ！ 避難完了！ 消火！

東中生による読み聞かせ（11/17）
生徒さんたちが、読み

聞かせを行ってくれました。
さすが先輩！
とてもいい雰囲気でした。
次回が楽しみです。


